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第５２回日本小児保健学会 

【健全な社会に向けての小児保健】 

— 開会のご挨拶—  

 

昨今の社会面に登場する子どもの生命の軽視事件が、かつて考えられない程、多く報告される

ようになってきました。教育面での教師の指導についての自信の動揺ぶりが伺われ、まさしく由々

しき問題です。家庭での祖父母の存在が薄れ、家庭での躾けは多忙な両親に求められています。

家庭での気ままなくつろぎと自由なおしゃべりがお互いの人権尊重に繋がるものであることを改

めて認識する必要性を感じます。 

戦後まもない昭和２１年１月、山口大学医学部小児科学教室が誕生しました。伝統ある教室を

主宰することになり、今年で１３年目に入りました。山口県での日本小児保健学会開催は初めて

で、会員の皆様を山口県へお迎え出来ることは私共の喜びであります。 

本学会のテーマを冒頭に述べさせて頂いた社会背景を基に「健全な社会に向けての小児保健」

と題してプログラムを編成しました。プレコングレスセッションでは社会問題になりつつある「子

どもとメディア」と、増加しつつあるアレルギー疾患を取り上げ「誤解されやすい子どものアレ

ルギー」を企画しました。学会の特別講演は私の敬拝する奥村康教授に「馬鹿な免疫と利口な免

疫」を、招待講演は加藤紘山口大学長、金子みすゞ記念館館長の矢崎節夫氏に山口県を代表する

形でご講演をお願いしました。シンポジウムは掲げたテーマに沿って「少年非行と発達臨床」を

取り上げ、母子保健、小児救急、虐待、ワクチンなど子どもの医療に直面している問題点を行政

機関に問う「小児保健の最近の動向」を企画しました。教育講演として子どものスキンケア、小

児肥満の生活指導、遺伝性疾患と看護を、教育セミナーとしてワクチン、てんかん児・ＡＤＨＤ

児・喘息児の生活指導、インフルエンザ・中耳炎の感染症を取り上げました。お陰様を持ちまし

て一般演題は３００題に達せようとしています。本学会が盛況のうちに進行するよう教室員一同

が懸命に努力しておりますので、会員の皆様のご協力を賜りますようよろしくお願い致します。 

日本海・瀬戸内海と三方が海に開かれた山口県は、それぞれ異なった景観を楽しむ事が出来ま

す。雄大なカルスト台地のつづく秋吉台、小京都と呼ばれる萩の観光など観光名所が盛り沢山で

す。ＮＨＫ大河ドラマでも「毛利元就」、「宮本武蔵」、今年は「源義経」と山口にゆかりの人物達

が取り上げられています。そして、山口・下関での食の楽しみなら「ふぐ」です。10月にはシー

ズン突入しますのでご賞味されてはいかがでしょうか。是非とも皆様方に美しい・楽しい・美味

しい山口を堪能していただきたいと思います。皆様のお越しを心からお待ち申し上げます。 

 

2005 年 8月 

 

会頭 古川 漸 

山口大学医学部生殖・発達・感染医科学講座/小児科学 教授 

 



ご案内 
 

    総合受付         海峡メッセ下関１階  エントランス（正面玄関） 

    第１会場         海峡メッセ下関４階    イベントホール 

    第２会場         海峡メッセ下関９階    海峡ホール 

  第３会場       海峡メッセ下関 10 階  国際会議場 

  第４会場       海峡メッセ下関８階  ８０１会議室 

  第５～１０会場   海峡メッセ下関１階  展示見本市会場 

    クローク      海峡メッセ下関１階  展示見本市会場 

  企業展示      海峡メッセ下関１階  展示見本市会場 

  交見場（ドリンク） 海峡メッセ下関１階  展示見本市会場     

    懇親会会場        下関グランドホテル 

    学会本部          海峡メッセ下関９階    ９０１会議室  

   

 

１．参加受付について 

１） 受付は総合受付で 10月 6 日（木）は 13:00より、10 月 7日（金）・8日（土）は 8:30より

行います。 

２） 当日受付の方は、総合受付にて参加費 10,000円と、ご希望の方は講演集 3,000円、会員懇

親会費 5,000 円をお支払いのうえ、ネームカードに氏名と所属をご記入し、各自でおつけ

下さい。 

３） 事前受付の方は、事前に送付されたネームカードに氏名と所属をご記入し、各自でおつけ

下さい。事前に講演集をお申し込みいただいた方は、引換証を講演集受付にご提示下さい。 

 

２．一般演題について 

１）演者・座長はセッション開始 20分前までに各会場の受付で登録をすませて下さい。 

２）発表時間は講演 6 分、質疑 4分です。時間を厳守して下さい。 

３）演者は発表の 10分前までに次演者席にお着き下さい。 

４）発表形式は口演です。スライド映写、PCプレゼンテーションはできません。 

５）追加資料の配付はご遠慮下さい。 

 

３．質疑等ご発言される方に 

討論時間節約のため、あらかじめマイクの前でお待ち下さい。所属・氏名を明らかにした上で 

簡潔にご発言下さい。 

 

４．連絡掲示板について 

 会場内での呼び出しは原則として行いません。掲示板を設置しますので、ご利用下さい。 

 

５．託児所について 

会期中、託児サービスを実施します。ご希望の方は、事前に事務局までお問い合わせ下さい。 

 



６．企業展示について 

 10 月 7日（金）・8日（土）に海峡メッセ１階展示見本市会場で行います。 

  

７．プレコングレスセッションについて 

 10月 6日（木）13:50～18:30に海峡メッセ下関第１会場で公開シンポジウムを開催いたします。 

一般公開となりますが、会員の方は総合受付で参加登録を済ませて下さい。 

 

８．会員懇親会 

 10 月 7日（金）19:00より下関グランドホテル（〒750-0006 山口県下関市南部町 31-2  

TEL 0832-31-5000）で開催いたします。当日申込は総合受付で懇親会費 5,000 円をお支払い下

さい。招待講演２終了後、会場から下関グランドホテルまで無料バスを運行いたしますので懇

親会出席の方はご利用下さい。 

 

９．関連会議 

理事・支部長会議 10月 6 日（木）15:00～17:00 第 4会場（801 会議室） 

 評議員会     10 月 6日（木）17:00～18:00 第 4 会場（801会議室） 

 新評議員会    10 月 6日（木）18:00～18:30 第 4 会場（801会議室） 

発育委員会    10月 7 日（金）12:00～13:00 802 会議室 

全国編集委員会  10月 7 日（金）12:00～13:00 803 会議室 

学校保健委員会  10月 7 日（金）12:00～13:00 806 会議室 

 総会       10 月 7日（金）13:00～13:45 第 1 会場 

 新理事会     10 月 7日（金）13:50～14:15 805会議室 

 合同委員会    10 月 8日（土）12:00～13:00 804会議室 

 

10．クローク 

 10 月 7日（金）8:30～18:30 海峡メッセ１階 展示見本市会場内 

 10 月 8日（土）8:30～16:30 海峡メッセ１階 展示見本市会場内 

 ※10 月 6日（木）はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



会場周辺図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下関駅までのアクセスご案内（会場は下関駅より徒歩８分） 

 新幹線利用の方 

  ひかり号・こだま号利用・・・新下関駅下車在来線にて 9分 

  のぞみ号・ひかり号利用・・・小倉駅下車在来線にて 15分 

 航空機利用の方 

  山口宇部空港・・・空港バス（到着便に接続）にて 75分（1,400円） 

  北九州空港 ・・・空港バス（到着便に接続）にて小倉駅へ 35分（340円）、 

在来線にて 15分（270円） 

  福岡空港  ・・・空港バスにて小倉駅へ 90分（1,000円）、在来線にて 15分（270円） 

 お車利用の方 

  下関 IC より下関駅方面へ 20 分（会場は駅より少し手前です、駐車場は会場または会場近辺

にあります） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



会場内案内図 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
プレコングレスセッション（一般公開） 

主催：第 52 回日本小児保健学会  

場所：海峡メッセ下関 第１会場 

 

シンポジウムＡ 10 月 6 日（木）13:50～16:20 

 

子どもとメディア 
 

座長：鈴木英太郎（鈴木小児科医院） 

                      内海裕美（吉村小児科） 

 

１．人間になれない子どもたち-“メディア漬け”と子どもの危機- 

             清川輝基（NPO 子どもとメディア） 

 

２．脳科学から見た子どもとメディア   

             小泉英明（日立製作所） 

 

 

シンポジウムＢ 10 月 6 日（木）16:30～18:30 

 

誤解されやすい子どものアレルギー 
 

座長：森川昭廣（群馬大学大学院医学系研究科・医学部小児生体防御学） 

 

１．喘息のクスリ A to Z   

     勝沼俊雄（東京慈恵会医科大学小児科） 

 

２．喘息治療薬、特に吸入ステロイドの上手な使い方   

     松原知代（山口大学医学部生殖・発達・感染医科学/小児科） 

 

３．正しい食物アレルギーの診断に向けて 

     海老澤元宏（国立病院機構相模原病院 臨床研究センター  

アレルギー性疾患研究部） 

共催：グラクソ・スミスクライン株式会社 

 

 

 

 

 



 

学会プログラム 
10 月 7 日（金）・8 日（土） 

 

会頭講演 10 月 7 日（金）14:30～15:15 第１会場 

 

川崎病の新しい展開 
         

古川 漸（山口大学医学部生殖・発達・感染医科学/小児科） 

座長：村上睦美（日本小児保健協会） 

 

 

特別講演 10 月 7 日（金）11:00～11:50 第１会場 

 

馬鹿な免疫と利口な免疫   
 

        奥村 康（順天堂大学医学部免疫学） 

座長：中畑龍俊（京都大学大学院発生発達医学講座発達小児科学） 

 

 

招待講演１ 10 月 7 日（金）13:45～14:30 第１会場 

 
身体の仕組みと心の仕組み-心が身体に背く時-   

 

加藤 紘（山口大学長） 

座長：平山宗宏（日本子ども家庭総合研究所） 

 

 

招待講演２ 10 月 7 日（金）17:30～18:30 第１会場 

 

「みんなちがって、みんないい」-金子みすゞのまなざし-  
 

矢崎節夫（金子みすゞ記念館館長） 

座長：前川喜平（神奈川県立保健福祉大学） 

 

 

 

 

 



 

教育講演１ 10 月 8 日（土）9:00～9:50 第２会場 

 

こどものスキンケア-アトピーに悩まぬコツ- 
 

山本一哉（母子愛育会愛育病院皮膚科） 

座長：巷野悟郎（こどもの城小児保健クリニック） 

共催：花王株式会社 

 

 

教育講演２ 10 月 8 日（土）9:00～9:50 第３会場 

 

小児肥満の生活指導・支援 
 

    大関武彦（浜松医科大学小児科） 

  座長：五十嵐 隆（東京大学大学院医学系研究科医学部小児医学） 

 

 

教育講演３ 10 月 8 日（土）9:00～9:50 第４会場 

 

遺伝性疾患と看護 
 

    塚原正人（山口大学医学部保健学科） 

座長：千田勝一（岩手医科大学小児科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



シンポジウム１ 10 月 7 日（金）9:00～11:00 第１会場 

 

少年非行と発達臨床 
 

座長：林    隆（山口県立大学看護学部）   

      小枝達也（鳥取大学地域学部発達科学） 

 

１．最近の非行の特徴と少年の心 

     橋本和明（大阪家庭裁判所） 

 

２．発達障害と非行臨床-養育環境の重要性- 

     田中康雄（北海道大学大学院教育学研究科教育臨床） 

 

３．発達障害の視点からみた少年非行の予防 

         小栗正幸（鳥取少年鑑別所） 

 

 

シンポジウム２ 10 月 7 日（金）15:15～17:30 第１会場 

 

小児保健の最近の動向-行政機関に問う- 
 

座長：原田研介（日本大学医学部小児科）   

      笹井敬子（渋谷区保健所地域保健課） 

 

１．小児医療の現状と課題 

佐藤敏信（厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課） 

 

２．次世代育成支援対策の新たな展開     

度山  徹（厚生労働省雇用均等・児童家庭局少子化対策企画室） 

 

３．地方における小児救急医療    

   難波吉雄（青森県健康福祉部） 

 

４．地域における子ども虐待の予防 

佐藤拓代（東大阪市保健所） 

 

５．最新の感染症対策 

     前田光哉（厚生労働省健康局結核感染症課） 

            

 



教育セミナー１（ランチョン） 10 月 7 日（金）12:00～12:50 第２会場 

 

わが国から麻疹と風疹をなくすために-MR ワクチンの開発- 
     

上田重晴（大阪大学微生物病研究所） 

  座長：平山宗宏（日本子ども家庭総合研究所） 

共催：田辺製薬株式会社 

 

 

教育セミナー２（ランチョン） 10 月 7 日（金）12:00～12:50 第３会場 

 

てんかん児の生活支援 
     

長尾秀夫（愛媛大学教育学部障害児病理） 

  座長：大澤真木子（東京女子医科大学小児科） 

共催：日研化学株式会社 

 

 

教育セミナー３（ランチョン） 10 月 7 日（金）12:00～12:50 第４会場 

 

喘息児の生活管理-運動誘発喘息を中心に- 
     

栗原和幸（神奈川県立こども医療センターアレルギー科） 

  座長：小林正夫（広島大学大学院医歯薬学総合研究科医学部小児科） 

共催：万有製薬株式会社 

 

 

教育セミナー４（ランチョン） 10 月 8 日（土）12:00～12:50 第２会場 

 

ADHD の理解と対応-薬物療法から生活指導まで- 
     

宮本信也（筑波大学大学院人間総合科学研究科） 

座長：前川喜平（神奈川県立保健福祉大学） 

共催：ヤンセンファーマ株式会社 

 

 

 

 

 

 



教育セミナー５（ランチョン） 10 月 8 日（土）12:00～12:50 第３会場 

 

インフルエンザと脳症-最近の知見から- 
     

森島恒雄（岡山大学大学院医歯学総合研究科小児医科学） 

  座長：脇口 宏（高知大学医学部小児思春期医学） 

共催：中外製薬株式会社 

 

教育セミナー６（ランチョン） 10 月 8 日（土）12:00～12:50 第４会場 

 

子どもの中耳炎対策-家庭・保育園・病院- 
     

山中  昇（和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科） 

        座長：尾内一信（川崎医科大学小児科学２） 

共催：三共株式会社 

 

 

ワークショップ 10 月 8 日（土）10:30～11:50 第５会場 

 

DENVERII の我が国における標準化とその実践法 
 

座長：清水凡生（日本小児保健協会発育委員会）     

       川井 尚（日本子ども家庭総合研究所愛育相談所） 

 

１．原著 DENVERII の特性と我が国における標準化 

清水凡生（日本小児保健協会発育委員会） 

 

２．日本版 DENVERII による発達判定法 

川井 尚（日本子ども家庭総合研究所愛育相談所） 

 

３．日本版 DENVERII による発達判定の実践法 

加藤則子（国立保健医療科学院研修企画部） 

 

４．日本版 DENVERII 予備判定法と小児科外来における使用経験 

田中義人（広島大学大学院医歯薬学総合研究科医学部保健学科） 

 

 

 

 

 



一般演題 
10 月 8日（土） 第２会場 

虐待１ 10:00～10:50 

座長：あいち小児保健医療総合センター 山崎嘉久 

1 被虐待児の医療機関受診状況について 

愛知県中央児童・障害者相談センター 前田 清 

 

2 児童虐待の地域要因 

国立成育医療センター研究所 谷村雅子 

 

3 発達障害児の養育者における幼児虐待 

旭川市こども通園センター 松野郷有実子 

 

4 保護者の虐待要因に関する検討 

岡山市保健所 市場尚文 

 

5 小児科心理相談における Abused Children 

東邦大学医療センター大橋病院小児科 鈴木眞弓 

 

虐待２ 10:50～11:40 

座長：東邦大学医療センター大橋病院小児科 四宮範明 

6 子ども期が及ぼす母親のコンボイ形成と子ども虐待への関連 

四天王寺国際仏教大学 毛受矩子 

 

7 保健師を主とした周産期からの虐待予防 

高知県立中央児童相談所 澤田 敬 

 

8 周産期医療施設・助産施設における子育て支援への助産師・看護師の役割 

あいち小児保健医療総合センター 山崎嘉久 

 

9 養育困難事例に対する産科・周産母子センターからの継続支援体制の現況 

徳島大学医学部保健学科 二宮恒夫 

 

10 児童虐待防止ネットワーク構築の課題と評価 

和歌山県立医科大学保健看護学部 前馬理恵 

 

精神保健 13:00～14:10 

座長：東京医科大学小児科 星加明徳 

11 急性胃腸炎での入院を契機に心理的要因が身体症状化した哺育障害の２才 

女児例 

東京女子医科大学附属第二病院小児科 大野菜穂子 

 



12 阪神淡路大震災 9 年後の子どもたちの精神的な健康状況に関する調査研究 

神戸大学発達科学部 岡田由香 

 

13 新潟県中越大地震に実家が被災した学生の状況 

日本赤十字看護大学 岩田みどり 

 

14 子どもの心診療科を受診した通常学級在籍児への医療的支援 

新潟県立吉田病院子どもの心診療科 新田初美 

 

15 小児病院での心理親面接について 

埼玉県立小児医療センター保健発達部 成田有里 

 

16 山口県小児科医会「子どものこころの臨床に関する委員会」の活動について 

山口県小児科医会 大賀由紀 

 

17 地域の諸機関と連携した小児科クリニック内「こども相談室」による医学的・ 

心理学的支援 

あきやま子どもクリニック 秋山千枝子 

 

アレルギー１ 14:10～15:10 

座長：国立病院機構高知病院小児科 小倉英郎 

18 喘息児サマーキャンプにおける主体的な健康管理教育の検討 

国立病院機構福岡病院小児科病棟 泉田純子 

 

19 サマーキャンプ参加者の抗喘息薬使用状況と発作の関係 

国立病院機構福岡病院小児科 小田嶋 博 

 

20 喘息児サマーキャンプにおける腹式呼吸の指導効果について 

大橋病院リハビリテーション科 渡邊朋子 

 

21 気管支喘息発作に対するβ刺激薬反復吸入の効果とその副作用 

東邦大学医療センター大橋病院小児科 岸田 勝 

 

22 小児気管支喘息の寛解を遅延させる要因についての検討 

愛知県立看護大学 野口明美 

 

23 年長幼児に喘息絵日記を用いたセルフケア習得への過程 

済生会千里病院 藤田稔子 

 

 

 

 



アレルギー２ 15:10～16:00 

座長：国立病院機構福岡病院小児科 小田嶋 博 

24 アレルギークリニックにおける育児支援１報 

九州女子短期大学養護教育科 宮城由美子 

 

25 アトピー性皮膚炎の子どもが抱くボディイメージとその影響 

秦野赤十字病院 須合 瞳 

 

26 アトピー性皮膚炎の子どもを養育する保護者の気持ち 

元日本赤十字愛知短期大学専攻科 臼井美穂 

 

27 乳幼児期のアレルギー・喘息予防教室（１） 

堺市堺保健センター 前野敏也 

 

28 ペットアレルギー児の現状 

国際医療福祉大学 鈴木五男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 月 8日（土） 第３会場 
栄養 10:00～11:00 

座長：国立国際医療センター研究所 西田美佐 

29 乳幼児における食事のあり方に関する研究 

白梅学園大学子ども学部 林 薫 

 

30 残食調査～子どもに野菜を食べてもらうための工夫～ 

大分こども病院 三浦 彩 

 

31 幼児期における箸を用いた食べ方の発達過程 

ピジョン株式会社 井上純子 

 

32 乳幼児の胃通過時間からみた低浸透圧イオン飲料の有用性 

江崎グリコ(株)食品開発研究所 渡辺俊之 

 

33 ５・６歳児食認知と対処行動 

天使大学 長谷部幸子 

 

34 ５・６歳児の｢食べることは大事」の準拠枠 

天使大学 津波古澄子 

 

育児：母親 11:00～11:50 

座長：神坂医院 神坂 陽 

35 お母さんの実感アンケート報告（10） 

育児ジャーナリスト 高江幸恵 

 

36 母親の不安と子どもの言語に対する受容性について 

香川大学医学部看護学科 枝川千鶴子 

 

37 乳児期の母子関係におけるタッチング 

日本女子大学人間社会研究科 麻生典子 

 

38 多子の育児期にある女性の出産動機と育児体験の一考察 

広島大学院保健学研究科 添田えり子 

 

39 双生児母親の持つ養育環境と現在の育児困難感との相関における単胎児母親 

との比較 

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 小林葉子 

 

 

 

 



母乳・哺乳 13:00～14:00 

座長：中頭病院小児科 玉那覇栄一 

40 哺乳量と乳汁分泌および体重増加量との関係 

川崎医療福祉大学 篠原ひとみ 

 

41 母乳哺育児における哺乳量の実態 

おっぱい相談室 原 萌萌子 

 

42 栄養士・保育士養成課程の学生の母乳育児に関する意識調査 

日本子ども家庭総合研究所母子保健研究部 堤 ちはる 

 

43 各種乳首使用時における吸啜運動の比較 

福岡県立大学看護学部 松原まなみ 

 

44 家庭における哺乳瓶及び人工乳首使用に関する研究 

山梨学院短期大学食物栄養科 根津美智子 

 

45 乳幼児の口唇閉鎖と呼吸 第４報 

横浜市立大学医学部法医学 相原弼徳 

 

育児：母親・両親 14:00～15:00 

座長：YMCA 米子医療福祉専門学校 笠置綱清 

46 病院で乳幼児健診を受ける母親の育児 

日本赤十字社医療センター小児保健部 畑山伊佐枝 

 

47 育児ストレスに影響を及ぼす要因の構造 

国立保健医療科学院 諏澤宏恵 

 

48 育児中の母親の気分の落ち込みと子育て 

東京大学大学院教育学研究科 鈴木美枝子 

 

49 3 歳児をもつ母親の子どもに対する衝動的感情と対応 

国立国際医療センター 長谷川 直 

 

50 3 歳児をもつ母親の疲労と衝動的感情 

山口赤十字病院 金子浩美 

 

51 夫婦の対人関係を捉えた子育て支援 

愛知県立看護大学 輿水めぐみ 

 

 

 



 

育児：両親 15:00～16:00 

座長：山口大学医学部保健学科 村上京子 

52 3 歳児をもつ母親の子どもに対する衝動的感情と夫の情緒的支援 

福岡市立こども病院・感染症センター 吉田裕子 

 

53 乳幼児を持つ親の育児に関する研究（１） 

埼玉県立大学 及川裕子 

 

54 乳幼児をもつ親の育児に関する研究（２） 

共立女子短期大学 田崎知恵子 

 

55 乳幼児をもつ父親の育児・家事の実施状況 

鳥取大学医学部保健学科 南前恵子 

 

56 乳児期の子どもを持つ父親への育児学習支援 

杏林大学保健学部看護学科 太田ひろみ 

 

57 父親の養育 娘とのコミュニケーションを通して 

浜松学院大学短期大学部 早川 淳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 月 8日（土） 第４会場 
発達障害１ 10:00～11:00 

座長：佐賀整肢学園こども発達医療センター 田崎 考 

58 自閉症に対する認識と理解 

山口大学医学部附属病院小児科 猪木真紗美 

 

59 自閉症に対する看護・保育学生の認識 

神戸大学医学部附属病院精神神経科 岡本裕希 

 

60 保健・保育現場における軽度発達障害児の理解 

多摩北部医療センター小児科 篠崎昌子 

 

61 保育園に在籍する診断を受けていない｢気になる子ども」の実態とその対応 

奈良教育大学大学院教育学研究科 池田友美 

 

62 発達に遅れがある子の母親の育児体験の検討 

県立広島大学保健福祉学部看護学科 土路生明美 

 

63 中学生の問題行動についての検討 

山口県立大学看護学部 中村仁志 

 

発達障害２ 11:00～11:50 

座長：秋田組合総合病院小児科 小松和男 

64 乳児期前半の自閉症児の兆候は？ 

埼玉県立小児医療センター保健発達部 南谷幹之 

 

65 アスペルガー障害児の顔の表情認知 

日本大学医学部小児科 大久保 修 

 

66 広汎性発達障害児の体格および食行動に関する調査 

京都市児童福祉センター診療所 市川澄子 

 

67 広汎性発達障害を持つ児の保護者が医療に求めるもの 

津軽保健生活協同組合健生クリニック小児科 大瀬栄子 

 

68 発達障害当事者の保護者による支援評価とニーズ 

国立精神・神経センター精神保健研究所 堀口寿広 

 

 

 

 

 



発達障害３ 13:00～13:40 

座長：熊本大学大学院医学薬学研究部小児発達学分野 三池輝久 

69 就学を控えた幼児の発達上の課題に対する早期介入・支援のあり方について 

考える 

京都府中丹西保健所保健室 全 有耳 

 

70 特別支援を必要とする乳幼児の保護者支援 

明星大学人文学部心理・教育学科 星山麻木 

 

71 小児科クリニックにおける発達障害幼児のグループ療育 

北里大学大学院医療系研究科発達精神医学 坂井寛子 

 

72 医療と教育の連携による高知県特別支援教育の現状 

高知大学小児思春期医学 脇口明子 

 

発達障害４ 13:40～14:30 

座長：岡山大学大学院医歯学総合研究科発達神経病態学 大塚頌子 

73 コミュニケーションが取れない West 症候群児に対する音楽療法の一例 

日本大学医学部小児科心理 鈴木涼子 

 

74 保育園における個別の支援計画作成の試み 

鳴門教育大学大学院学校教育研究科 吉見貴子 

 

75 高機能広汎性発達障害のある不登校児童に対する特性理解に基づく援助 

山口リハビリテーション病院 山川美香 

 

76 高機能自閉症児の健常児のキャンプでの取り組み 

畑中こども研究所 松田美里 

 

77 自閉症児をもつ家族がとらえた子どものキャンプ体験 

島田療育センター 大朝さやか 

 

統合保育 14:30～15:30 

座長：滋賀県立小児保健医療センター 伊藤正利 

78 障害をもつ３歳児の異年齢交流行動に関する研究 

兵庫教育大学大学院学校教育研究科 安藝雅美 

 

79 K 市における統合保育の現状 

高知女子大学大学院 濵田裕子 

 

80 幼稚園における障害児の個別計画作成に関する研究 

広島大学大学院 松井剛太 



81 公立保育園における 10 年間の障害児受託状況からみた今日的課題 

川崎市子ども施策推進部保育運営課 隠村美子 

 

82 ダウン症児の統合保育への適応 

全国心身障害児福祉財団中央愛児園 岸本美紀 

 

83 障害児保育の経験が保育者の資質や保育観の形成に及ぼす影響 

富山大学教育学部 水内豊和 

 

療育相談 15:30～16:10 

座長：国立精神・神経センター精神保健研究所 稲垣真澄 

84 横浜市における４ヶ月療育相談事業 

横浜市戸塚地域療育センター 小嶋優加子 

 

85 小児総合相談事業における保護者の満足度と予後に関する調査 

岡山大学大学院医歯学総合研究科小児医科学 土居あゆみ 

 

86 特別な発達支援ニーズのある幼児への相談支援に関する基礎的研究 

東京学芸大学 橋本創一 

 

87 過去５年間における当センター小児神経外来初診患者の受診目的の推移 

鼓ヶ浦こども医療福祉センター小児科 西河美希 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 月 8日（土） 第５会場 
発達１ 9:00～9:50 

座長：大分大学医学部小児科 泉 達郎 

88 学童期の友人関係の広がりについて 

杏林大学保健学部 一河亜紗子 

 

89 現代の子どもの発達の特徴：最近の子どもは発達が遅延してきている 

奈良教育大学 郷間英世 

 

90 幼児期の習癖・気になる行動と発達との関連について 

茨城県立医療大学 田村麻里子 

 

91 倉敷市における１歳６ヵ月児の発達の研究 

倉敷市立短期大学保育学科 鈴木隆男 

 

92 倉敷市における３歳児の発達の研究 

倉敷市立短期大学保育学科 江原寛昭 

 

発達２ 9:50～10:30 

座長：久留米大学医学部小児科 山下裕史朗 

93 保育環境による社会生活能力のちがい 

秋田県「こども」研究会家庭生活環境問題研究班 後藤敦子 

 

94 児童の人物描画の構成方略：その臨床的意義 

武庫川女子大学文学部 萱村俊哉 

 

95 Rey-Osterrieth Complex Figure Test を通してみたこどもの視覚認知能力と 

描画方略の発達的変化 

愛知県立看護大学 服部淳子 

 

96 DENVERII 予備判定票の問題点 

国際医療福祉大学附属熱海病院小児科 板倉敬乃 

 

循環器 13:00～13:40 

座長：あいち小児保健医療総合センター 長嶋正實 

97 先天性心疾患手術を受けた乳幼児をもつ母親の思い 

富山医科薬科大学医学部看護学科 宮本千史 

 

98 先天性心疾患の子どもの生活機能の検討 

大阪府立大学看護学部 吉川彰二 

 

 



99 心疾患を合併し外科治療を行ったダウン症児の運動発達過程 

近畿大学医学部付属病院 金森淳子 

 

100 OD 起立試験の立位のとらせ方における安全性と信頼性に関する循環制御 

からの検討 

国立成育医療センター成育社会医学研究部 星山雅樹 

 

周産期 13:40～14:20 

座長：群馬県立小児医療センター新生児科 小泉武宣 

101 育児支援としてのペリネイタルビジットの経験（第１報） 

河野小児科医院 河野幸治 

 

102 ペリネイタル・ビジットの実態と母親の育児に対する期待感・予期不安感に 

関する研究 

前大分県立看護科学大学看護学部 高木英莉 

 

103 産院におけるベビースリング導入への取り組み 

葛飾赤十字産院看護部 田中佑果 

 

104 母児の初期接触に関する意識調査 

東京女子医科大学母子総合医療センター 中嶋 彩 

 

新生児１ 14:20～15:10 

座長：香川大学医学部小児科 伊藤 進 

105 NCAFS による低出生体重児の母子相互作用（第１報） 

東京医科歯科大学 草薙美穂 

 

106 NCAFS による低出生体重児の母子相互作用（第２報） 

東京医科歯科大学 岡光基子 

 

107 超未熟児への早期のホールディングが母親の心理面に与える影響 

関西医科大学小児科 石崎優子 

 

108 母親の出産施設形態別の満足度と乳汁栄養法 

国立成育医療センター 加藤忠明 

 

109 新生児集中治療室入院児の母親のうつに関係する要因 

大阪市立大学大学院生活科学研究科 長濵輝代 

 

 

 

 



新生児２ 15:10～16:10 

座長：国立成育医療センター 加藤忠明 

110 極低出生体重児の発達研究 

母子愛育会日本子ども家庭総合研究所 安藤朗子 

 

111 極低出生体重児の頭囲発育と認知能力との関連 

東京女子医科大学母子総合医療センター 河野由美 

 

112 超・極低出生体重児における口腔機能の経年的変化 

朝日大学歯学部口腔構造機能発育学講座小児歯科学分野 近藤亜子 

 

113 当 NICU における夜間緊急入院時、児との面会を待つ父親への対応 

埼玉県立小児医療センター未熟児新生児病棟 小島久美子 

 

114 NICU・GCU における家族のための空間づくり 

聖路加国際病院 NICU・GCU 小澤未緒 

 

115 退院前に家族が地域保健師と会う効果 

神奈川県立こども医療センター周産期医療部指導課 古屋眞弓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 月 8日（土） 第６会場 
生活習慣 9:00～10:00 

座長：鳥取大学医学部保健学科 花木啓一 

116 洗浄道具の違いによる皮膚への影響 

杏林大学保健学部看護学科 小澤真弓 

 

117 幼児の生活習慣について 

クリエイト L＆S 長谷川 覚 

 

118 朝食・睡眠時間と小学生の QOL の関連性 

昭和大学医学部小児科 根本芳子 

 

119 小中学生の就寝時刻と起床時刻の現状と背景 

戸田市立医療保健センター 平岩幹男 

 

120 子どもの就寝及び起床時刻と発達との関連 第２報 

大阪府立大学看護学部 中山美由紀 

 

121 滋賀県における糖尿病検診と予防対策の試み 

草津総合病院小児科 大矢紀昭 

 

食習慣 10:00～10:50 

座長：草津総合病院小児科 大矢紀昭 

122 幼児の食生活に関するアンケート調査 

大妻女子大学短期大学部 森岡加代 

 

123 幼児の朝食と母親の意識の実態調査 

和光堂株式会社研究開発部 境橋美津子 

 

124 保育園児の朝食喫食習慣と生活習慣の関連 

中村学園大学栄養科学部 伊東るみ 

 

125 食習慣に焦点をあてた日常生活習慣改善プログラムの長期的効果の検討 

千葉大学看護学部 遠藤数江 

 

126 学童期の男子にみられた朝食摂取に対する意識と朝食欠食の背景 

福岡県立大学人間社会学部 小松啓子 

 

肥満 10:50～11:50 

座長：京都府立医科大学小児科 衣笠昭彦 

127 0 歳から 18 歳までのＢＭＩ基準値の試作 

国立保健医療科学院研修企画部 加藤則子 



128 5 歳児の肥満に関連する要因の検討 

山梨大学大学院医学工学総合研究部社会医学 鈴木孝太 

 

129 徳島県における小児肥満の健康管理システムについて（第２報） 

徳島赤十字病院小児科 中津忠則 

 

130 若年成人女子の肥満を早期に予測する因子に関する研究 

国立病院機構岡山医療センター小児科 久保俊英 

 

131 女子大学生のやせ願望に関する検討 

京都教育大学体育学科 井上文夫 

 

132 知的障害児や広汎性発達障害児の肥満に対する防風通聖散の効果 

都立墨東病院小児科 伊藤昌弘 

 

ダウン症他 13:00～14:00 

座長：長崎大学医学部保健学科 松本 正 

133 事例による「ダウン症児の赤ちゃん体操教室」紹介（第１報） 

兵庫県立塚口病院小児科 福岡希代子 

 

134 事例による「ダウン症児の赤ちゃん体操教室」の紹介（第２報） 

兵庫県立塚口病院小児科 西谷佳子 

 

135 事例による「ダウン症児の赤ちゃん体操教室」の紹介（第３報） 

兵庫県立塚口病院小児科 苗田裕美子 

 

136 ダウン症の子どもを持つ母親と父親の受容過程の比較 

神戸大学大学院医学系研究科保健学専攻 吉田悠子 

 

137 Prader-Willi 症候群幼児に見られる認知発達の特徴 

埼玉県立小児医療センター保健発達部 黒田 舞 

 

138 Prader-Willi 症候群の行動・心理特徴と保護者の意識について 

兵庫県立阪神養護学校 伏見祐子 

 

事故・救急１ 14:00～15:00 

座長：国立保健医療科学院生涯保健部 田中哲郎 

139 ライフスタイルの変化に伴う思いがけない中毒事故の２例 

札幌徳洲会病院小児科 岡 敏明 

 

 

 



140 家電製品の影響で脳室腹腔シャント圧設定が変動したと思われる頭部外傷後 

遺症の男児例 

下関市立豊浦病院小児科 綿野友美 

 

141 タバコの誤食に対する処置についての後方視的検討 

川崎医科大学医学部第２小児科 伊住浩史 

 

142 母親への着座圧と乳児のシート着座時の体圧分布比較 

信州大学繊維学部 西松豊典 

 

143 乳児用チャイルドシートのだっこ型とベッド型の呼吸・循環器系への影響 

兵庫医科大学小児科 服部益治 

 

144 京（みやこ）あんしんこども館における乳児の心肺蘇生法（CPR）講習会 

の試み 

京都市子ども保健医療相談・事故防止センター 内藤あけみ 

 

事故・救急２ 15:00～16:10 

座長：北九州市立八幡病院・小児救急センター 市川光太郎 

145 １歳６か月児の事故経験頻度 

島根大学医学部公衆衛生学 谷原真一 

 

146 母親のもつ子どもの事故防止意識と生後１歳６か月までの事故発生との関連 

県立長崎シーボルト大学看護栄養学部看護学科 濵 耕子 

 

147 子どもの事故の状況とその防止策についての検討～１歳半の保護者への 

アンケート調査から～ 

大阪大学医学部附属病院 大村優華 

 

148 子どもの事故の状況とその防止策についての検討～３歳半児の保護者への 

アンケート調査から～ 

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 新田幸代 

 

149 幼稚園児のけがの発生要因の分析と防止対策の検討 

山梨学院短期大学 沢田孝二 

 

150 年齢別にみた子どもの事故防止の可能性と保育園保護者の望む事故情報 

入手先 

国立保健医療科学院生涯保健部 田中哲郎 

 

151 子どもの保護者による救急外来看護師の電話対応に対する評価 

新潟県立看護大学看護学部 加固正子 



10 月 8日（土） 第７会場 
慢性疾患１ 9:00～9:50 

座長：埼玉県立小児医療センター 城 宏輔 

152 小児慢性特定疾患治療研究事業の登録者数と法制化 

国立成育医療センター研究所 桝村智美 

 

153 慢性疾患児の information needs の特徴・第二報 

神戸市立垂水養護学校 山口志麻 

 

154 難病の子ども電話相談の分析と友だち探し６年間を振り返って 

難病の子ども支援全国ネットワーク 橋本玲子 

 

155 学校で体育の授業を見学していた慢性腎疾患患児の体験の振り返り 

秦野赤十字病院 藤岡典子 

 

156 １型糖尿病児の嫌体験への対処行動の実態 

杏林大学保健学部看護学科 三浦千裕 

 

慢性疾患２ 9:50～10:50 

座長：山梨大学大学院医学工学総合研究部 大山建司 

157 A 群色素性乾皮症をもつ患児の療養生活の実際と保護者の感じる負担・要望 

に関するアンケート調査 

大阪大学医学部保健学科看護学専攻 山根弘子 

 

158 ムコ多糖症児の子育て期における親の思い（１） 

共立女子短期大学 久保恭子 

 

159 先天性食道閉鎖症の子どもと親の成育過程における困難 

順天堂大学医療看護学部 西村あをい 

 

160 慢性疾患児とそのきょうだいをもつ母親の養育態度 

大阪府立大学看護学部 大平光子 

 

161 学童期の慢性疾患の子どもとかかわる看護師の体験に関する一考察 

京都橘大学看護学部 別所史子 

 

162 思春期の慢性疾患患児を取り巻く学校環境に関する検討 I 

呉大学看護学部 片山美香 

 

 

 

 



在宅医療 10:50～11:50 

座長：鳥取大学医学部脳神経小児科 大野耕策 

163 在宅気管切開管理後の切開孔閉鎖例の検討 

埼玉県立小児医療センター在宅支援相談室 向川陽子 

 

164 呼吸障害を伴う在宅障害児の生活実態 

横浜市西部地域療育センター 芝原美由紀 

 

165 医療的ケアをもつ在宅療養児と家族へのレスパイトサービスの現状 

青森県立保健大学 吉川由希子 

 

166 神奈川県における長期療養児等の“かかりつけ医”に関する調査 

神奈川県医師会母子保健地域対策委員会 遠藤郁夫 

 

167 子どもの在宅ターミナル期における学校問題 

東京大学医学部健康科学・看護学家族看護学分野 恩田清美 

 

168 子どもの在宅ターミナル期における家族の必要な情報と相談相手及び協力者 

東京大学医学部健康科学・看護学家族看護学分野 恩田清美 

 

重症心身障害児 13:00～14:10 

座長：国立病院機構山陽病院小児科 沖野文子 

169 重症心身障害児のアウトカム評価(第１報） 

日本肢体不自由児協会東部訪問看護事業部 佐々木佳子 

 

170 重症心身障害児のアウトカム評価(第２報） 

日本肢体不自由児協会東部訪問看護事業部 長尾亜祐美 

 

171 障害児入所施設におけるケースワーカーの役割（第３報） 

愛徳医療福祉センター愛徳整肢園 武田麻里 

 

172 当園における重症心身障害児者の摂食状態、摂食機能と今後の対応について 

重症心身障害児施設小さき花の園 松尾多希子 

 

173 摂食嚥下障害への対応 

独立行政法人国立病院機構徳島病院看護部 白川智子 

 

174 重症心身障害児（者）の胃食道逆流症に対する粘度調整食品 REF-P1®の効果 

群馬大学大学院医学系研究科小児生体防御学 宮沢麗子 

 

 

 



175 重症心身障害児(者）における急性 distress と唾液アミラーゼ活性との関連 

に関する研究 

北海道教育大学附属養護学校 大西美惠子 

 

障害児医療１ 14:10～15:10 

座長：鳴門教育大学学校教育学部障害児教育 橋本俊顕 

176 重度の医療看護を要する障害児対策に関する検討 

三重県南勢志摩県民局保健福祉部 近成久美子 

 

177 18 トリソミー児の医療支援の問題点 

愛仁会千船病院小児科 吉井勝彦 

 

178 二分脊椎症を持つ子どもの就学および学校生活に関する家族の取り組み 

埼玉県立小児医療センター幼児学童第２病棟 根岸歳美 

 

179 二分脊椎症を持つ子どもの学校生活への適応 

埼玉県立小児医療センター幼児学童第２病棟 根岸歳美 

 

180 経管栄養を使用している乳幼児を養育中の母親の養育困難とソーシャル 

サポートについて 

北海道立札幌肢体不自由児総合療育センター 佐藤光恵 

 

181 山口市心身障害児（者）デイケア推進事業「わいわいくらぶ」における理学 

療法士の関わり 

共立美東国民健康保険病院 山沖 篤 

 

障害児医療２ 15:10～16:10 

座長：鳥取県立総合療育センター 北原 佶 

182 進行性脊髄性筋萎縮症児におけるコミュニケーション形成の試み（３） 

宮城教育大学教育学部 村上由則 

 

183 乳児期に見られる非対称姿勢児への関わり 

横浜市北部地域療育センター 富樫和美 

 

184 肢体不自由児施設における幼児期からの性に関するかかわりの現状と今後の 

課題 

千葉県千葉リハビリテーションセンター 仲西江里奈 

 

185 音楽刺激による重症心身障害者の末梢皮膚温変化に関する研究 

徳島県立板野養護学校 佐木川れい子 

 

 



186 障害児の生活リズムと心身の健康に関する研究 

鳴門教育大学学校教育学部障害児教育 津田芳見 

 

187 障害児の生活リズムと活動量に関する研究 

鳴門教育大学学校教育学部障害児教育 高原光恵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 月 8日（土） 第８会場 
保育園・幼稚園１ 9:00～10:00 

座長：日本子ども家庭総合研究所 高野 陽 

188 保育士の精神的健康におよぼすストレス要因と保育効力感 

白百合女子大学 秦野悦子 

 

189 保育士の行う園児の健康管理 

大阪府立大学看護学部 秋原志穂 

 

190 保育園看護職者の役割に関する実態調査（第１報） 

東京慈恵会医科大学病院 田中沙季子 

 

191 保育園看護職者の役割に関する実態調査（第２報） 

富山県立中央病院 山口絵梨子 

 

192 保育園看護職者の役割に関する実態調査（第３報） 

金沢大学大学院医学系研究科 棚町祐子 

 

193 幼稚園における保健活動の実態 

北海道教育大学旭川校看護学 芝木美沙子 

 

保育園・幼稚園２ 10:00～10:50 

座長：金沢大学大学院医学系研究科 木村留美子 

194 幼児期における情報連係に対する保護者の意識に関する研究 

千葉県印西市中央保健センター 鈴木 茜 

 

195 母子保健と保育所の連携に関するアンケート-第２報-保護者の意識調査（１） 

日本子ども家庭総合研究所 齋藤幸子 

 

196 母子保健と保育所の連携に関するアンケート-第２報-保護者の意識調査（２） 

世田谷区玉川保健福祉センター 門脇睦美 

 

197 保育園に子どもを預けて働く母親の保健意識と保健行動 

杏林大学保健学部看護学科 塚原洋子 

 

198 長時間保育と育児環境、育児に対する親の自信、子どもの保育所への適応と 

の関連性 

杏林大学保健学部 丸山昭子 

 

 

 

 



育児情報他 10:50～11:50 

座長：徳丸小児科 徳丸 実 

199 外気浴・日光浴に関する育児書の指導記述の変遷 

作新学院大学女子短期大学部 石原栄子 

 

200 母乳と精神発達の関係 

日本大学医学部小児科 柴田さゆみ 

 

201 子守帯使用時の疲労・負担計測と製品評価 第２報 

信州大学繊維学部 細谷 聡 

 

202 乳児と対面者の相互情動反応 

兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科 高瀬裕美 

 

203 おむつのしめつけに関する調査 

花王株式会社 杉浦弘子 

 

204 おしゃぶりについての実態調査 

昭和大学歯学部小児成育歯科学 浅里 仁 

 

育児支援：電話相談 13:00～13:40 

座長：福岡県小児科医会 松本壽通 

205 電話相談による支援についての検討（第一報） 

金沢大学大学院医学系研究科 中山知佳 

 

206 電話相談による支援についての検討（第二報） 

金沢大学大学院医学系研究科 中山知佳 

 

207 乳児期の発達に関する電話相談 

保健同人社 鎌田博司 

 

208 時間外電話相談事業からみた育児不安の現状とその役割 

あいち小児保健医療総合センター保健センター保健室 秋津佐智恵 

 

育児支援：地域・行政１ 13:40～14:30 

座長：聖マリア病院母子総合医療センター 橋本武夫 

209 保健施設での母乳育児支援の現状 

聖マリアンナ医科大学小児科 依田 卓 

 

210 地域子育て支援センター利用者の育児困難感 

市立名寄短期大学看護学科 細野恵子 

 



211 子育て中の母親の健康保持増進や育児不安軽減を目指した「まちの保健室」 

広島県看護協会 清水史恵 

 

212 育児支援としての母親の勉強会（かるがもタイム）の試み 

下関市立中央病院小児科 発田正美 

 

213 スタッフの世代性を組み込んだ母子支援のあり方 

福井市ことばの教室 青木道枝 

 

育児支援：地域・行政２ 14:30～15:20 

座長：東京大学大学院教育学研究科 衞藤 隆 

214 市町村保健センターにおける多胎児家庭への支援の実態と課題 

十文字学園女子大学人間生活学部 布施晴美 

 

215 母子健康手帳のさらなる活用に関する研究 第３報 

国立保健医療科学院 小林正子 

 

216 母子健康手帳のさらなる活用に関する研究 第４報 

国立保健医療科学院 小林正子 

 

217 次世代育成支援のための行動計画策定に向けて（第１報） 

金沢大学大学院医学系研究科 中出清香 

 

218 次世代育成支援のための行動計画策定に向けて（第２報） 

金沢大学大学院医学系研究科 中出清香 

 

ふれあい体験 15:20～16:10 

座長：兵庫教育大学学校教育研究科 松村京子 

219 次世代育成支援事業＜命の感動体験＞に参加した乳幼児の母親への影響 

長野県立こども病院 半田浩美 

 

220 中学生の｢保育体験」における保育所幼稚園と中学校との連携に関する研究 

広島大学大学院教育学研究科 七木田 敦 

 

221 男子高校生の乳幼児ふれあい体験について 

母子保健センター愛育病院 佐藤紀子 

 

222「育児支援」をテーマにした母子保健学実習の展開に関する研究 

山口県立大学看護学部 木戸久美子 

 

223 地域と大学をつなぐ子育て支援 II 

東京家政大学家政学部児童学科 佐々木聰子 



10 月 8日（土） 第９会場 
メディア 9:00～10:10 

座長：慶応義塾大学医学部小児科 高橋孝雄 

224 子どもとメディアに関する意識調査（その１） 

(社）日本小児科医会調査部 石黒成人 

 

225 子どもとメディアに関する意識調査（その２） 

(社）日本小児科医会調査部 石黒成人 

 

226 子どもとメディアに関する意識調査（その３） 

(社）日本小児科医会調査部 河村一郎 

 

227 １歳６ヶ月時点の有意語未出現児のビデオソフトの好みと親のテレビ・ 

ビデオ使用方針 

国立成育医療センター研究所成育社会医学研究部 大熊加奈子 

 

228 幼児におけるテレビ・ビデオ視聴の実態 

兵庫教育大学大学院 加納亜紀 

 

229 テレビゲームの習慣化に関する要因の検討 

京都府立医科大学小児科 藤原 寛 

 

230 電子メディア接触とライフスタイル・健康との関連について 

玉川大学文学部人間学科 近藤洋子 

 

予防接種 10:10～11:00 

座長：聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院小児科 加藤達夫 

231 1 歳児の各種ワクチン接種済者率 

日本小児科医会公衆衛生員会 吉田 忠 

 

232 予防接種に関する保護者の認識について 

元日本赤十字愛知短期大学専攻科 笹壁雅代 

 

233 乳幼児の予防接種に対する母親の判断 

武蔵野赤十字病院 山口 香 

 

234 埼玉県予防接種センター報告（１）予防接種医療相談 

埼玉県立小児医療センター内埼玉県予防接種センター 松永光平 

 

235 埼玉県予防接種センター報告（２）埼玉県予防接種センターの現状と役割 

埼玉県立小児医療センター外来・救急 長谷部美知子 

 



予防接種・感染症 11:00～11:50 

座長：東京家政大学児童学科 岩田 力 

236 麻疹ワクチン接種医師への自己チェック表を用いた啓発活動の効果 

あいち小児保健医療総合センター 中澤和美 

 

 

237 熱性けいれん児の予防接種についての小児科医を対象としたアンケート調査 

医療法人多田医院小児科 多田博史 

 

238 大学生の小児感染症の抗体保有状況と予防接種及び罹患率との関連について 

青森県立保健大学健康管理専門部会 齋藤文彦 

 

239 重症麻疹患者全国調査報告（2005） 

日本小児科医会公衆衛生委員会 峯 真人 

 

240 日常感染症で再入院を繰り返す児の特性分析 

中野こども病院附属臨床児童心理研究所 豆板律子 

 

防煙他 13:00～13:40 

座長：大阪大学医学部保健学科 永井利三郎 

241 喫煙・薬物防止に関する中学校教諭へのアンケート調査 

大阪大学医学部保健学科看護学専攻 安達友美 

 

242 喫煙・薬物防止に関する中学生へのアンケート調査 

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 藤原彩子 

 

243 喫煙・薬物防止教育に関する中学生の保護者へのアンケート調査 

狭山市保健センター 本多智子 

 

244 母子入院の保護者に対する健康と禁煙支援活動 

札幌医科大学保健医療学部 今野美紀 

 

学校保健１ 13:40～14:40 

座長：金沢大学医学部保健学科 関 秀俊 

245 小児が腹痛を自覚した時の対処行動における論理的思考が及ぼす影響 

香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科 小川佳代 

 

246 中学生が体調不良を自覚したときの対処行動 

香川県立保健医療大学 宮本政子 

 

247 中学生のストレス反応におけるレジリエンス 

金沢大学医学部保健学科 長田春香 



248 中学生のセルフケアに対する親の支援 

宮崎大学医学部看護学科 草場ヒフミ 

 

249 前思春期における悩み・心配事の相談相手とセルフエスティーム 

富山医科薬科大学大学院医学系研究科 林 佳奈子 

 

250 思春期における中学生のヒューマンセクシュアリティと QOL 評価質問票の 

開発と応用－第３報－ 

長崎百合野病院健康管理予防医療センター 竹末加奈 

 

学校保健２ 14:40～15:20 

座長：峯小児科 峯 真人 

251 小学生版 QOL 尺度の縦断研究 

昭和大学医学部小児科 柴田玲子 

 

252 学校保健に関する調査報告 

日本小児科医会公衆衛生委員会 飯沼和枝 

 

253 学童貧血の発現要因に関する疫学的研究 

県立新潟女子短期大学生活科学科 宮西邦夫 

 

254「育児シミュレーションソフト」の学習支援効果 

神戸親和女子大学児童教育学科 山口香織 

 

学校保健３他 15:20～16:10 

座長：獨協医科大学小児科 有阪 治 

255 骨折の手術を受けた子どもに必要な情報 

京都第一赤十字病院小児科 山﨑千裕 

 

256 H 中学校の骨密度測定と骨折の実態について 

梶原診療所小児科 倉信 均 

 

257 ３歳から６歳における踵骨の骨梁面積率年間増加量と身長、体重年間増加量 

との関連 

静岡県立大学看護学部 落合富美江 

 

258 超音波を利用した Sunlight 社 BonAge 測定器による小児骨年齢測定の検討 

獨協医科大学小児科 志村直人 

 

259 顎顔面頭蓋の成長発育評価法に関する検討 

神奈川歯科大学附属横浜研修センター 小田博雄 

 



10 月 8日（土） 第 10 会場 
小児医療１ 9:00～9:50 

座長：三重大学大学院小児発達医学 駒田美弘 

260 当院を受診した熱性けいれん発症における日内変動と季節変化 

市立長浜病院小児科 多賀俊明 

 

261 発熱をきたした４ヶ月未満の乳児の入院適応とその問題点 

聖路加国際病院小児科 今村壽宏 

 

262 小児の病気、入院に対する認識と告知のあり方について 

岡山大学医学部保健学科 福元史美 

 

263 小児がん患児への母親の関わりについて 

岡山大学医学部保健学科 堀内麻有 

 

264 がんの子どもに対する小学校教員の認識 

浜松医科大学医学部看護学科 大見サキエ 

 

小児医療２ 9:50～10:40 

座長：岡山大学医学部保健学科 小田 慈 

265 痛みを伴う処置を受ける児と母親の関わり 

琉球大学医学部保健学科 儀間繼子 

 

266 短期入院児に対しての勉強の意義とは？ 

博慈会記念総合病院小児科 河野拓二 

 

267 病院内学級における医療と教育との連携の意義と課題 

東京都立久留米養護学校清瀬分教室 佐野健一郎 

 

268 院内学級における心理的サポートのあり方 

京都市児童福祉センター 尾川瑞季 

 

269 病弱児の社会的スキルと自己統制に関する研究 

兵庫県立神戸養護学校 竹中香里 

 

健康福祉・健診 10:40～11:50 

座長：（医）福成会石黒小児科 石黒成人 

270 幼児の健康づくりシステムの構築 I 

早稲田大学 前橋 明 

 

271 幼児期の健康福祉に関する研究－保育園児の疲労度と生活要因との関連－ 

岡山城東高等学校 田村裕子 



272 幼児期の健康福祉に関する研究－所沢市における幼児と保護者の生活実態と 

その課題－ 

茨城県立医療大学 浅川和美 

 

273３歳児視聴覚健診導入と効率に関する考察(特に視覚健診に関して）第 12 報 

東邦大学医学部第一眼科 鈴木佑佳 

 

274 ５歳児健診と就学前健診との連携について：関係者の就学前健診に対する 

ニーズ調査 

国民健康保険智頭病院小児科 大谷恭一 

 

275 群馬県における先天性代謝異常等検診後のフォローアップ状況について 

群馬県立小児医療センター母子保健指導室 生方政子 

 

276 Wilson 病マススクリーニング・システム構築に関するまとめ 

東邦大学医学部小児科学第二講座 清水教一 

 

病児保育 13:00～13:40 

座長：大分こども病院 藤本 保 

277 病児保育の実情 

鈴木小児科医院 鈴木英太郎 

 

278（演題取り下げ） 

 

 

279 病児保育利用者のアンケート調査 

ベアーズデイサービスセンター 谷本弘子 

 

280 保育所併設型病後児保育所の保育看護 

千葉明徳短期大学 田辺ますみ 

 

環境 13:40～14:50 

座長：緑園こどもクリニック 山中龍宏 

281 児童憲章の実現度の評価について 

青葉こどもクリニック 倉光 誠 

 

282「健やか親子 21」ホームページの「取り組みのデータベース」の活用 

山梨大学大学院医学工学総合研究部社会医学 山縣然太朗 

 

283 母と乳児の集い「赤ちゃんサロン」における環境衛生について 

こどもの城小児保健部 宮沢純子 

 



284 乳幼児期の情報連係システム構築に関する研究 

奈良県下市町役場健康増進課 下園美保子 

 

285 学生ボランティア活動が影響を及ぼした小児がん入院患児の遊びの環境変遷 

過程の考察 

大阪大学大学院人間科学研究科 李 永淑 

 

286 小児病棟における子育て支援の実態調査＜その１＞ 

国立国際医療センター遊びのボランティア 坂上和子 

 

287 小児病棟における子育て支援の実態調査＜その２＞ 

東洋英和女学院大学 金森三枝 

 

小児看護・教育 14:50～16:00 

座長：山口大学医学部保健学科 辻野久美子 

288 小児看護における絵本の読み聞かせに関する調査研究 第１報  

九州大学医学部付属病院 江頭瑶子 

 

289 小児看護における絵本の読み聞かせに関する調査研究 第２報  

川崎大学医学部附属病院 田口未来 

 

290 小児看護学実習における他職種との連携 

広島国際大学看護学部 渡部真奈美 

 

291 小児看護学実習における転倒・転落事故防止 

東京都立南多摩看護専門学校 黒川美恵子 

 

292 複数担当による授業展開に関する研究 

山梨学院短期大学保育科 駒井美智子 

 

293 障害児保育における｢過剰支援」に関する研究 

山梨学院短期大学保育科 駒井美智子 

 

294 子どもの発達の教授方法の検討 

東京都立南多摩看護専門学校 大西志津 


